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要 旨

あ らゆる人 間活動 が非構 造化 テキス トとして蓄積 され よ うとしてい る．これ ら

ビッグデー タか ら価値 を取 り出す こ とが，・ニ ュー ラルネ ッ トワー クを用い た分散

表現学習 に期待 されてい る．課題 は，Twitterな どの短文 テキス トは単語 のスパー

ス性 が ある こと，お よび ニ ュー ラル ネ ッ トワー クによ り抽 出 され た特徴 量 の理解
ノ

が 困難 な ことで ある．単語 のスパー ス性 とは，解析 対象 テ キス ト中の単語 の多 く

が，非構造化 テキス トか ら分散表現 を学習 した語彙 に含 まれない こ とを指す ．

ニ ュー ラルネ ッ トワー クによ り獲得 され る分散 表現 に対 して，本論 文で は，辞

書編纂 の専 門家 が構 築 した単語 意味ベ ク トル辞書 を導入す る．本辞書 で は， 単語

は266種 類 の概念分類 か ら成 る特徴単語 との関係 （関係 あ り，な し） によ り意味

を表現す る．専 門家が特徴 単語 との関係 を付与 した単語 を基 本単語 と呼ぶ．

最初 に本辞書 を利用 して，百科事典 か ら抽 出 され た10万 語以上 の単語意 味ベ ク

トル を半 自動 的に学習す る方 法 を提案す る．まず百科事典 の頻度 の高い3700語 を

基本単語 として，専門家 が266種 類 の特徴単語 との関係 を付与 した．次に百科事

典 を用 いたブー トス トラップアル ゴ リズ ムに よ り，10万 語 以上の単語 意味ベ ク ト

ル を学習 した ． この単語意 味ベ ク トル を用 いて ，耳像 に付与 され た キー ワー ドに

対 して，百科事典 の知識 を利 用 した画像 の連想検 索を実現 し，有効性 を検 証 した．

本論 文で提案す る 日本語Twitterを 対象 とした評判情報抽 出のための極性 分析

ベ ンチマー クは存在 しないため，単一製 品 を対象 とした小規模 なベ ンチマー クを2

種類 ，お よび8カ テ ゴ リー の製 品な どを対象 とした多様性 のあ るベ ンチマー クを1

種類構 築 した． これ らは共通ベ ンチマー ク として公 開を予定 してい る．

次にTwitterに お ける単語 のスパ ース性 を解 消す るこ とを 目的に本辞書 を用 い

てツイー ト中の基本 単語 を特徴 単語 に拡 張 し，ニ ュー ラルネ ッ トワー クで学 習す

る統合化手法 を提案 す る．本辞書 では，専 門家が構 築 した約2万 語 の基本 単語 を

用 い る．本統合化手法 を用 いて，Twitterか らの評判情報抽 出を実現 した．提案手一



法 は単語 のスパー ス性 を解 消 し，極性 分析 の精度 が向上す るこ とを示 した．

我 々は更 にニ ュー ラルネ ッ トワー クの隠れ層 ノー ドに特 定 の意 味 （特徴単語 ）

を割 り当て，本 辞書 を元 に約2万 語 の基 本単語 に初期重 みを設 定す るこ とに よ り，

学 習後 も重み の大 きな隠れ層 ノー ドの意 味が維持 され る こ とを示す ．ユーザ テス

トの結果 ，教師 な し学習 に よるツイー トの分散表現 に対 して，重み が大 きな上位5

ノー ドの52．4％が ツイー トと関連 が あるこ とが示 され た．また，分散表 現学習 を前

提 に辞書 を改 良 し特徴 単語 を264種 類 とした．前述 の多様性 の あるベ ンチマー ク，

お よび本辞 書 を用 いて提案 手法 の拡張性評価 を行 った． さ らにWikipediaコ ーパ

ス を用 いて，提案 手法 の ドメイ ン独 立性 評価 を行 った． これ ら客観 的 ，主観 的評

価 に よ り，隠れ層 ノー ドは特定 の意 味 を維持す るこ とを確認 し，提 案手 法は分散

表現学習 の可読性 を改 善す るこ とを示 した．
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大量 のテ キス トデ ー タか ら価値 を取 り出すた めに，ニ ュー ラルネ ッ トワー ク

に よ り獲得 され る分散 表現 が用 い られ てい る．本論文 で は，．分散表現 を可視化

一し，人 間に解釈 可能 ， さ らに，人 間 によ り発 展 させ るこ とが可能 な処 理法 の実

現 を 目指 してい る．その ため，まず，辞書編纂 の専 門家が構 築 した単語意 味ベ

ク トル辞書 を導入す る． この本辞書 では，それぞれ の単語 は266種 類 の概念分

類 か ら成 る特徴単語 との 関係 （関係 あ り，な し） に よ り意味 が表現 され る． こ

の辞 書 をべ一ス に約2’万語 （当初3700） 語 の基本単語 を百科事典や新 聞記事 か

ら抽 出 し，それ をべ 一ス に分散表 現 を学習 させ る． これ を画像 の連想 検索 ， さ

らには，Twitterの 評半1」情報解析 に適用 し，性 能 の向上がで きるこ とを明 らかに

した．

さ らに，ニ ュー ラルネ ッ トワー クの隠れ層 に特徴 単語 を割 り当て，約2万 語

の基本 単語 の初期重 み を設定 し，学習す るこ とに よ り学習後 も重み の大 きい ノ

ー ドの意 味が維 持 され る ことを示 した ． これ ら客観 的，主観 的評価 に よ り，隠

れ 層 ノー ドは特定 の意 味 を維持す るこ とを確認 し，提案 手法 は分散表 現学習 の

可読性 を改善す るこ とを示 した．

これ らの成果 は，従来 技術 では本 質的 に解決 困難 であった 問題 に対 して，解

決策 を示 してお り，本研 究 に関 し3編 の学術論 文 、1編 の査読付 き国際会議論

文 として発表 してお り， これ までの種 々の研 究業績 を総括 す る と，10編 の学術

論文 ，フ 編 の査読付 き国際会議論 文，43編 の国 内外の査読無 し発表 を行 ってい

るこ とか ら、非 常に高 く評 価で きる．以上 よ り，平成29年7． 月20日 、に開催 し

た公聴 会 の結果 も参考 に して，本博 士論文 の審 査 を行 い，本論文 は，博士論文

（工学） と して十分 な価値 が ある もの と判 断 した．


